


■高濃度汚水（下知・潮江）
　全体計画（Ｒ３末整備済状況）：整備率
　整備面積　２，９３５ha（２，０９７ｈａ）      ：７１％
　整備人口　１５１，４００人（１４５，２１６人）：９６％

高知市

■事業着手　昭和５６年１月
■供用開始　平成　２年４月
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１

■全体計画（Ｒ５末整備済状況）
　整備面積　４，９０９ｈa（３，３１４ｈａ）：６８％
　整備人口　２２３，７００人（２１３，１３２人）：９５％
　処理能力　３７，０００m3/日（２８，２６０m3/日）：７６％

■高濃度汚水（下知・潮江）
　全体計画（Ｒ５末整備済状況）：整備率
　整備面積　２，９３６ha（２，１３２ｈａ）      ：７３％
　整備人口　１５１，４００人（１４４，９８４人）：９６％

■流域汚水（浦戸湾東部）
　全体計画（Ｒ５末整備済状況）：整備率
　整備面積　１，９７３ha（１，１８２ｈａ）　：６０％
　整備人口　７２，３００人（６８，１４８人）：９４％



２

◆下水道処理場では、汚水の処理等に多くのエネルギーを使用、省エネや創エネによるCO2削減の
取り組みが求められている。
◆近年、燃料価格の高騰等により、電気料金が大幅に値上り。
◆令和4年度に見直した全体計画により、処理区域や人口推計を見直し、高須浄化センターの計画処
理水量が減少、施設計画規模を縮小した。(水処理施設14池⇒10池)
◆処理施設の整備を予定していた南側用地は、将来の大規模改築のため更新用地と位置づけ、当面
の間は処理場として未利用地となった。
◆維持管理費及びCO2削減、未利用地の活用を図るため太陽光発電施設を導入する。
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◆使用電力量に対する発電出力の想定（実際の発電量は事業者の提案による）
 高須浄化センターの設備容量及び太陽光設置場所を鑑み、余剰電力が発生し  
 ない発電出力を設定。

３

なお、高須浄化センターのR5年度の使用電力量は5,283,825ｋW であり
高須浄化センターの約20％を太陽光発電による電力でまかなうことが可能

【想定発電設備出力】  781kW    
【想定最大発電量※】  578kWh ※日射量による時間あたり最大発電量
【年間の想定発電量】  約120万kWh 
【太陽光パネル設置面積】約9,500m2 



４

【導入方式】
 ◆自己所有、第三者所有（PPA）、固定価格買取制度(FIT）による導入を検討。
 ◆初期投資が不要でメンテナンスリスクが少ない 第三者保有のPPA方式(20年間契約)での導入。
 ◆設備導入費用に対し、国の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用し補助を予定。

※補助率1/3（上限110百万円）


